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１．目的および背景 

 沖縄島北部の羽地・今帰仁海域では、沖

縄島の中でも埋め立てや護岸整備による人

為的な改変が少なく、内湾から外海までの

多様な環境が凝縮された海域である（金城，

2001）。沖縄県水産試験場（現 水産海洋技

術センター）は、1980 年代から 1990 年代

にかけてハマフエフキを対象に人工種苗の

放流効果や天然幼魚の生態調査を実施して

きた。これらの調査（金城，1986–1992；
海老沢，1995）から、①屋我地島西側に分

布する広大な海草藻場にはハマフエフキの

幼魚が分布すること、②人工種苗を放流し

ても捕食による大きな減耗でほとんど生き

残らないこと、③対象海域では、ハマフエ

フキの若齢魚に対する漁獲圧が高く、1 歳

で大多数が漁獲されてしまうこと、などが

明らかにされている。このような背景を受

け、同海域では、栽培漁業から資源管理型

漁業への転換を図り、1999 年から若齢魚

（特に 1 歳魚）が多く漁獲される場所とそ

の期間を保護する資源管理の取り組みが開

始された。 
本取り組みは、漁業者の自主的かつ長期

的な取り組みであり、管理効果も認められ

ていることから（海老沢，2007）、県内の優

良事例となっている。この功績が認められ、

平成 24 年に沖縄県で開催された全国豊か

な海づくり大会では、環境大臣賞を受賞し

ている。近年は、保護効果の範囲を明らか

にするため、ハマフエフキ等の有用魚種に

標識放流も行っている。本年度も昨年同様

に、漁業者の取り組みについて支援を行っ

たので詳細を報告する。 
 

 
２．取り組み内容 

（１）ハマフエフキ若齢魚の保護 
保護区は、今帰仁地先の 1か所（約 2 km2）

と屋我地島西側の 1 か所（約 2.25 km2）で

あり、8 月 1 日～11 月 30 日までの 4 か月

間は、採貝を含むすべての漁業が禁止され

ている。平成 29 年度もこれまで同様、保護

期間前（7 月 28 日）と終了後（12 月 8 日）

に委員会を開催し、取り組みに関する議論

や報告等を行った（図１）。 
7 月 28 日の委員会では、羽地漁協 7 名、

今帰仁漁協 8 名、名護市および大宜味村の

職員各 1 名が出席し、保護区のブイ作製・

設置の作業日程、保護区の巡視活動の日程

等が検討された。また、水産海洋技術セン

ターより、昨年までの調査結果に基づく同

海域のハマフエフキ資源の状況について説

明を行った。同海域では、最近年のハマフ

エフキ資源量は管理取組前の約 2 倍に増大

し、1 歳魚への低い漁獲圧は維持されてお

り、取り組みの効果が確実に認められてい

ることが報告された（図２・３）。その後、



 

 

「海洋保護区によるサンゴ礁域の持続的な

漁業推進事業」について話題提供を行い、

情報共有・意見交換を行った。 
12 月 8 日の委員会では、羽地漁協 6 名、

今帰仁漁協 6 名、大宜味村の職員各 1 名が

出席し、今年度の保護区期間中の巡回活動

の状況について報告された。両地区ともに

目立った混乱・違反はなかった。その後、

「ウニの生態と新たな取り組み」と「ナマ

コ類の生態と役割」に関する話題提供を行

い、意見交換を行った。 
（２）標識放流 
 羽地・今帰仁周辺海域は，ハマフエフキ

をはじめとする水産重要魚類が幼魚期を過

ごす場所として重要な環境である海草藻場

が発達し、北部地域及び沖縄島西海岸では

最大規模となっている。しかし、これら保

護区で守られた若齢魚たちが，どこまで移

動・分散していくかは明らかになっていな

かった。そこで、平成 25 年度から両漁協の

漁業者が中心となり、延縄や小型定置網で

漁獲された水産重要種に標識（ダートタグ）

を施し放流し、移動生態の調査を実施して

いる（図４・５）。これまでの調査で、ハマ

フエフキ897個体を含む合計1,627個体（う

ち平成 29 年度はハマフエフキ 223 個体を

含む合計 325 個体）の沿岸性魚類に標識を

付けて放流し（図５）、合計 32 個体（うち

ハマフエフキ 29 個体）が再捕された。再捕

された個体の多くは、羽地・今帰仁周辺海

域であったが、長距離を移動した個体が 2
例確認された。この 2 例のうち 1 例は、幼

魚が産卵場へ移動した初めての報告であっ

た（上原ら，2018）。このことは、同海域の

成育場としての機能や保護区による資源の

保護効果が，地先海域だけでなく，沖縄島

内のより広い海域に波及している可能性が

あることを意味している。 
 引き続き、同委員会の取り組みを支援し

ていきたい。 
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図１ 羽地・今帰仁資源管理委員会の様子（左：7 月 28 日，右：12 月 8 日） 



 

 

 
図２ 羽地・今帰仁海域におけるハマフエフキの資源量の推移．開始前は 15 トン前後で推移して

いたが、最近年は 30 トン前後で推移している。 
 

 

図３ ハマフエフキ 1 歳魚への漁獲圧の年変化。資源管理開始後、減少し 0.5 以下で推移してい

る。 
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図４ 再捕報告への協力依頼ポスター 
 

 
図５ 延縄によるハマフエフキの漁獲（左）と標識装着（右）の様子 

 
 


